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巻頭言

場長西田稔

 物Iが即.鮎.・、歩行困難になる、言繋がIもつ机、紬か

 のみ込みにぺ1∴自芦事I春ずみこ亨ふ遠1な外字1中・テ
 え・・ひどくなるIと気即よII11峠って死ぬ卒蹄残玲率
 のところ我・Iは対岸の火事韻Iして舳カll・・最近1とな.?て婦
 境の出水市内や。。ギロー確捧締繋あ・長島方面でもバ去

 ̂..、坦醐一,繊、山、一….・I・・
 バタ死ぬネコの原因が水展病らしいときわがれ出して、我

 が家のひさしに焼え移って来た感がある・

 今賢までのところ人には現れていないようだが地元の水.産.

 業界にとってはいち早{も犬き卒悪影響が現れ始一めた様で

 亀る。

 出水や長島に水揚される水産物砂費呼抵と申含せた部藩が

 その周辺の農村都落に段・数鳥鶴録に岬ば漁業者に
 とって死活問題である。

 いったい水展病の原因は何で去るか、水促エ場の廃液に
 含ま移錘蓼薄化合窃が海中の水産動物に八って有機化し,

 たものと表われるが確定したのか。ヲ回涛惟の6るカタクチ

 イgシその他の点もその原因とな・る⑲ボ。本県の出水市そ
 の他の沿岸水も氷展工場・廃水中影響を受けるのカ)?

 何を対象一に分析すべき一カ)?、
竜一^

 停出方法は?その有賓轟嚢1値?

 一一ノニ・



 いるい、う判ら標』。秋タいし、  中にはちょっと手がつ。けら

 れぬ要素も李りそう一・だ。

 しかし事は揮当広.い範園の漁家経一済に関係するし!一方人

 命に一波ぼす影響も予葱される.めで、泥縄のそしり.を甘曼し

 ても最1審一を尽し七一我々一の分野で・の調査研究を始めねばなる

 まい。=一



 鹿児島湾奥・魚類蓄養場環境調査(.第一回)

調査部

 鹿児島湾奥・魚類蓄養一場は本年酋月、'I麗酷築設し、..以後

 毎月一定期的に定点観翻(地内手車一一池外三飢塩分,溶.
 存撃繁、.水温)を打ちているが蓄養絃内の潮汐流池内

 外へ流出入する汐の量・.一水門肥.榊げる海水の率遇琴・・池・内一
 の壊分分布等、築堤肥伴い、当然問題となるこれらの諸点

 陀ついては未調査であつ・た為.大汐時・肥榊げる弟一回の調

 査を行1ったの一・でその結果・を報告す戸I叶
 ○調査鶏間昭和34年ツ月・7買～7'月エエ。目5。日間

 ○調査壊目

 a,滴汐カ)ち千汐までの蓄養池内海水流出量

 も、干汐から瀦汐、縞汝から千汐1巳洞は、る蓄養地'内外へ
 流出入する海水の水門通過量

 σ.。一24・埼藺水温観測_
 へ・潮流榎観.灘一

 θ.最溝汐及び最下汐時の塩分分布一.

 調査目は今回は=大観を選んだ。一.

 雫a・7月9目に・仰る蓄養地叩最高汐て9時)かち
 最下汐'(工5時20分)。まで.の海氷流出量

 ○算I出法

 この蓄養池は片働が熔嵩であ・り、'方が砂地で.傾轟

 は相似ではないが・調面と・苧湖面を∴制・下辺
 とするところの.殺体と見倣し得る。

 .従って一'鯛で流出した水量」は・最瀞汐害頑と平調
 後の表面積を上辺下辺とし“時藺肥減量したI汐位を蕩



 .さとする碓捧の体積と云う專吾ζな眉○先述の様肥この無体は
 駿線が相似でない為.この体積一の算出血当っては,上面から
 下へ㌢毛の部分の表面積を・次式に準じて算出し、こ利に一時
 闇の岬を梱琴し肥値を以?㍗鯛の減衰q卵)、栖と
 ・し走・、.(この弩含・亨≒筆;h干・と1する)紅'師汐・及
 ・峠下汐紬蓄率池表面積は1ラジジツ1二奉・を用い・..作図
 算出,そ一の間、.毎時の'水位を測定した..

最高汐厨穣

 鐘高、巌千の汐位I差阻)

 一五時一間后の汐位差(与〉

 五回の様紀
 最下汐面積(a。,
 最高波1時の・表面積:一ム

 最下汐時の"a

 最高こ.一最・干の汐位.差:.一'亘

 。丑・時間后一一の汐位繋':互'

 工時間後の蓄養地面揮.  .・'干・峠♀十よ  で表わざ.れる.

 以下一上奴よって1衰秒ま下.咋鮪毎g流甲量を算出
 した値は下記のと料りであ一る一

 Q最宇汐め水位垂零とレた場.合の一各時闇に泡毫タ1る太痘
時刻

 旦ユ

 エ2,一

工3一

辛全..

工5

 工q1千9ご最千汐)

水位

25.4榊.
3ポペ
エ82I'

工3王

 8工I'

 、ξ.ε

 4・一

〇.

 各時闇に弾ける藩汐差

8・2.

5工

5.0

 4一・5.

㌣



'数

 1竃章二む=;一6、争I二デ

 夢～且。時

 エ。～正エ

 〕..工}ユ留

 丑琵…一ユーミ;

 耳3～エ4..
 王4}丑ε亜P

 ユ1o尤aユ

壷一

 具I馬60:ぜ

 工O,630

9.8王0

8,9160

 ?5編。・一

 場6SO

 ξa8δo醐霊

 一最一千汐蒔I  王さつ.ユ。剋2

 績…;圃ξ害瑚の.藩=汐±葦1二

 .g～異ちh'生.苧6g五ゴ
 ♀～正エ.ユ去9{o

 9.～.工爵.・晃基?50.

 .三、こ・豆5∵.'雷亭?干。・
 一11祭簑'亀ザレ濯㍗

 …ゼニ冒 亭}エ5一.坐置8権。m

 lb・鵜汐カ)らI干汐・一㍗からI清汐に満け争蓄養中内外へ流.・
 出入・する海氷の水門1通過量

 ○算出法

 水門'の中央都に広井氏流速㍗設置し・lr時1琴を三区
 分・してぺ二匹蘭(渥、?一一㍗二.二と舛;一プ邸・1盧濁走・I区
 間平均流畔求め二一、これ・1岬1誓穣.断那冷.争㍗高
 さ即ちそρ)睦刻だ榊げる水門の汝位)垂梱秦して一区
 闇の水門流畳一とした。

 ○水門;と・紬ける平均.汐位と平均流速

 .、......策......勲....、、....一…..水門濠.偉.......、.水.門.1ζ.。剛才る.諒.遵....1...、.
 内一建畠O{'
 9～9■洲舳1工渥/・沙
 流。COO,1

 9一～王。-1;≡…一痩51a17

 エ。oo^一旦。;…o1芝工璽1a8

 ・1・幽州虻・1・工・・1一.・・
 出1ω1・

 工O一一・一物且正丁一工.8言・・一一五工2

・5・



時刻 水門汐位  ∠(宇ヨに紬げる流{茎

 ∵'一三二4-I二亙一五書㌧土ξ憂二醐・一
 ≡正正二2・一立至壌1工基・
 1い1』一ト1エ勇エ
 流1主ザ州・蛆一1.山
 1練一岬1・16・・一
 1ユI一軒一・～1トー1α・H
 lH二一員幽・1dわ
 1五岬～工担1・、わ

 出.1王'・ψ一里・一1α露・
 1H一.～且4虹.∵αI工玉

 …1。糺工、止パ、。.。.

 立一ξ一・チー鶏
155

工54.

 且6。ユ

エ5-9・

工48

工.仏4

旦巴.5

 ・且α5..,

5.7

 〕。王

40
 工4一一～工6一  水門底床部、完全肥露出

 レ6・一～且。提

 工・2』.～耳・地
 ユ6ω～ユ7_

流:
 平トr工・叶・
 工7坦～工7螂

11111き
 リザニ星g干且.
 1エ・軌旦・提
 入1ご二:1二

 亀・ム9～.2◎胆
 ≡2。皿～脅卜.

 'αけ(吻…
 =l1αHl・
 ・■α361

Q"1
960

1ポ・
1エ・・…
 1王・・
1=l1
忽14

忽一聖6

 土δ(且0分)

セ5

 王5-S

.工8箏

工&甲

&矛

 工具s

■8,7

ユ56

16,五

 工6王.・

 王a毘I

亙6.2一

一工生工一

 息.も一・・



 。、δ

 驚工芦バ旦  忽輔.(場鋤∵α5

 尚流率計で感舶来ない繍遠1こつ一いてはグラフ・から推印
 だ。この穣κして最溝汐から、.最干渉、最・干渉から最清汐ま
 での水門流蟹を連続的肥測定算出した結果を次に示す。



 C、

 劫表めと恥一り,阜であ.るよ

 a、潮流板観測

 左図の棒な潮流板率投入しそ9
 ・修一動をト・ランーシ1ツト二基・で似つ一

 ・て二道騎レその軌一駁瞥別・図の様

 ・・把.'葎製しだぺ…一・・.I＼

 ..e、一最満波及び1最下汐時・の塩分一分布・

 最溝.汐加最干準紬てん馬船'で答養地・内の一年鯛紬
 採水ω・点叶ラ1シシ以/・で蝉し・て塩色分布図一を{1劫
 、図の様に作製し粂、一.

 ○予察÷.・.琴。約I一・二一
 千蓄華即海岬本卵㍗げ姉汝鐙.は郎抑干・/
 !で二ある三'I蕾邸内海水雛が坤甲率高汐馴岬
 いてエ、.gエ.〇一ρO∵ト.ン〈蓄養地=等深線図より算・=出〉、で
 亭.る卵,.えの紗衛海外の流.出が見られるゴー・
 冬.芦汐坤始ト=塒闇.下秤落.汐量1(・フーいり・トシ)
 嚇k({6・いイ)が、流出し去・る。
 舛幣通過㍗李翠岬汐時iこ約=9P二g“,トン・はり
 汐時に約五万ト.ソーで・芦養滑落単量(午.了O川トン)
 の紀イニおIと去1・靴塘る回換言す乎は残・り約・
 H-00い!は鮒g師カ)一ち率過仰事になる・
 一一堤防の長さは卵9.ザ卒即巾は外で李.るかち・
 若し水門を流出入する量が全体の}イ。でめれば水門



 毅竜は熱意蟻と云丸るが調査の結集上記のと測魯で水門

 はい}動果華館しで1いる亨1叩る…
 駄槻勅盲てI仰は繊楯鱗触っ干しやだろ
 チかち・更紅水門I通一過ボ;崖ぽI増加するだろラ.と劣え・ら孔
 る●

 ㌣徹鶯熟ニニゴニ11鮒幾練
 は潮岬二卯似脈叩切隼咋岬:・㍉・舳

 表面水温の最高は工崎の・1"昭・一蝉オさ?㌃㍗
 時のれ℃で吻厨卯叩②昨柵卯る1.
 き柵で宇鰍牛呼岬一触予平…ま少な“B・一む
 わと・・干二犯の箪馴舳ま紬ゴユ㌻"叩剛吋・
 て工・鵬と=16g帥伸一(8帖・一㍗芦1戸.叩
 肥低畑二(・も。・I残繰.蚊紬・'1
 .・師三郷瞬馳牟梨紬繊秤郷雌.'=一1岬ψ
 ・肋肘・麦醐触か串雛鵜繊÷・・破{牟ってい
 1るザ郡1蝉肌5柳に比べ更早変柘は非削微レー～1・
 量一低外ユエ℃(.エ跨グ柱高8←I6℃(80暁)痘度1室ξ
 ・℃的釘で・、ω閥舳幽の榊棚つ・で。低水痘部.

 ポ.幸夢成.し一でいる・・
 軸那幸蝉・ξ・の鯛1雀舳叱表服・8米層では意ユ・時と・・

 ユ6一時.の蒲.汐。.千一汐肥報一げろ溺丘。の状愈で水温.は法哲.ノ

 、泌郊いん.・∵三∴・'・・一二・'』'.一一・一∵'
 書置薦で1=ほ流汐二.干渉時肥財籔鮒商一・二.そあ申商11一一々汐の
 ミ移動。雛^て低氷温歯榊政して“みニカ・

 一○.



 .手ン」一え.`一ち

 ○表姦:藩汐潔・始被製暗燭{享r藤肥謹憂笛悔って捗徽二
 {{^.=.るが最†汐㍗鯛ぞ即蝉で俸坤方向に移動を始

 洲述咳親剛な蹄を寧二一いれ'礼
 q底・即卿陶苧千一神位は琴風ξ郷の頓肉.を肘が.
 雌酬棚に・移即卵・央紗・后萄臭の・評分でほ÷鼠
 干渉塒鮒㈹いτ肋肋は坤淳ゲ
 て、中蝸に剛州連.“≒○、.抽つ

 ◎ハリク時⑳潮策責の移動・一.
 ハψ開始機・汐はM㈹つて夢勲㌻砂一路汐鵬ピ・
 碑即ε導いて牟伝ア～,.。
 (甲寒縦洲宕鵬“.一一“%三)
 又傘般.卵、見て・干涜に舳ての砂あ移鮒単に坤1こ
 ・郎の抄・・綱即酔一雫予肋干㈱ζ㍗て苧め
 平字.幸衛平を≒?残、る・
 (甲綱㍗帆も法ポ・一⑭÷㍗,≡%。).

 似よ念鮒通好。肋∵ハーリ汐一鮒1部分陶法汀蛎・・(鮒・一
 板蝉図参照)や半下舳焔舳図綱1・表層二・抑'I
 と・底鴫,岬鮒が互い肥遭の駄鮒一らとセら一か狐
 下流抽斗・印戸)沁え1の・と察叶犯坤岬率1㌣
 .盤粉・⑳南嶺カ;・ち干淳肥I芯・じ一で、流出入す去紅ぺ{り。6}.

 ヅ佃算値・),9海千坪香繋池内;外の海水と島二1ξ,覆…羨む・
 一れる'も3ミ。はへ.洲融め紬まデ紬央呼年

 一予の・摘牽、壷實抽.一たけψ一もの一七は凶吹ろ=ラ三から一
 ミ・㌧一・鰍の分析結果岬柵図舳1表及ぴ別寧'の酌である.一
 .撮満汐一時隼紅け渇権幕分布は水門附近一坪撮Iも腐くユ?一○・=
 町ン以上・で.奥肥陶.つで紗し輿内で憾工・舳σ・。ダ∵吋



 ∵・仁1i・ゾ1・於;1㌧こ比綾㌧て三1ハバ^水.
 仇ガは上.屯g'=・上々ガで奥肥i訪.づ乍減少レ奥内では
 工“c篶一ダで最満柵'と帥湘一郎・季した・
 このよ1肥水門附砂低塩雫量を示したの1ま・平内の帥㍉二.
 干汐鰍は卒門附近吝で分譲する溝果と恩卵る三邑.,
 又最1ギ師㍑い七熔坤カ1稿・意、い緕果肥わヤ1い舛こ
 てれは二溝汐時化熔岩の'敵ピ浸一入した海水が、1千一汐膨.ζ流出1

 した・結鰍雛が稽滞い鰍1示しだ=率1のξ劾箏1
 一こ・馳畔9'牢榔鴫線内の劾軍神靭曳綿ニサ
 ると蛸汐紬洲1鵬婁雛鮒お雌?;に向って舳.∵

 、して1㍗とから叩率の芦勤は率生一字1水卵ら呼印
 行ぺ手ものと慮卿るρ
 一次肥こ仰手綱春の同二塩芦・濃度甲字本書同プ水と考一㍊'、
 れ率・雨水の移動鱗を考咋る'とへ:1蝉砕点ζ1子8ザ.
 cユ〃9湾坤干暫昨邸畔率岬し;・又瀞肺ザ
 点(iμ9・川蝉水は琳管辛・は蹄曳で脇㌧..・
 叉鰍榊点,1(机拙枇)械李1坤蹄呼宣率衰…、
 で苧馳1又鰍時蝋(工1←F・・ψ1〉・の海紬干渉肢=
 一`ζは・丁点即ち水門附賦・で移動す・る1ξ{のと執ら戸るパ^.;l1
 以・・ヒの秋・々州満汐時に平点リ1二伸質.9鰍戸千卵二.t
 胞は水門外!ζまで流出し又涛芦肥冷る1と二本門外・の海水惨蓄∵{

 養斧内蝉して内外の紅水の岬I行紬宇・・雫礼1乏夢∴一
 泌来るが・・瀦汐郎D点より奥・岬秘竺昔汐チ師÷
 菱で借鞍場・内を平行移動するのみで妻1養熱伸海水以一人
 流は行わ巾難いことが察知出来る・一般偲内外I海水の交流

 の行わ犯.るのぽD点より丸一門鰯の海水従。一け1で亭,ろうと.こ一φ
 様語奨内の・・海氷は硲ルど静止ルて小る繰注状態で旦塞叢一賢

 一一里工。'.
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 7月9日～7月10日

時間水温観測  氷ち温謡.測
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 ブリ仔採捕・寓験簗皆 (靱8報)

調査部九万回一己

 煎報に引続き第6回.第7回の試験渥遍を報告一する・一

 §期間

 §根拠地

 §方法

籔第5回

 昭和36年マ月工5目、■8目
山'.1州.溝

 郎回どψ9一
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 豊月ユ占磨8と90噂w麗児島鮭発、班'亙～S理の

 風つよ1視界弩.し'
 ユ言】■・工0j皿山」H港着

 工6目い、山川発;冊の属8～S.れ
 操業困難のため・ユエム調査打切・
山川港避泊一

 {7目5亙、山川港発
 9.互.ユ3ム80凪、・辺塚沖にて操業。
 24瓦、蓄養場者

 ユ8日7鬼30皿電蓄.春場発,漁協に連絡のよ,
煽慶

 §試験結果'
 由紙のと犯り一

 §調査海城の海況

 ・月工・個.・・.6・…吻)
 ハI.2工8一工9れ
8h20,4ユ8■98

 9h-2“.工a98
 ユOム'2・ユ8一■9ユ8

 工7日。

 5h■98工a64

6五

7亙

8亙

9五一

 工。五

 ユエ亙

工2込

 2一コ・争.

224

 2・工8-

20-8

 -8二α4・.

2α3

8α4

ユ984.

.■925

ユ930

ユa20

 i9包2

 工9I"

ユa-6

.工6.



 魚体の大きさ (望月:

 1場.aOO早。

菖隻89.

 B二w(9・)

 O。塁O

 Q一一フエ

 げ同
ブリ 地

場.所

 !〉モ綱1亀・g-1

 且設窪.…・・∴1外
51坤帥

 昌≡辺壕坤

丑靱30
 ポ師・脅・ o.1"

航尾

箒
11飼'
O

O

O`

調査航跡図



 §呼声一、
 §根拠堆

 §.'方法

 §.試験経過

5一月38目

29目

 30目・

 し返和3去年臼月島8冒㍗、畢。目

愛児島港

 節回ど榊り

 2室五エ5胆...鹿児島発

 ◎5h・辺塚沖着・.工2キまで操業・・
 工8h-45㎜。麗大水産学部沖曹

 ブ.リ仔工60・Oを試験用として蓄養'」

 2工h一半梗蓄養場者

 ブリ選。別。8.b8-0皿.・生硬発
 工0h皇Oへ鹿児島着

 §試験結果

 別紙のと河り

 §調査海域の海況
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第7回

 §期間昭和8岬肋71日～3.二.㍉、
 §噸拠地山'州.港

 §方苧前回㍑書
 §試験経過

 魯角洲目工・H・ト即畔
 ユーn・.唯.=1=j!陣・

 露8目δ干舳晦.鹸岬～㍗苧洲
 繍へ由一加.I二、

 露9胃'、;:㌶三.∴一騎∵発∵・一、一。r.。
 辺塚浄へ,向.かう」I二

 一旦φム山川香'・

 90目6瓦ψ.小.舜、}・
.鹿凋亭拶夕調査一

 五舳・、麓鵬夢一.j・・∴.1・

 §試験結果.'.㌧;

 号1紙のと剛・.・卵9目・.佐多卵s1賓、圭.亭の地点で
 流鴻のふ群を秦叫ただけw.て咋・二、申㍗チ骨'・
 を採繍し㌦時
 第香蹄験までは・榊藻㌣.1群魚坤ゲがブ1仔
 (募5～99%)であった外今・中ま次の・と茅∴.㍗移・
 洲楓㍗㌣め㍗:∵・

 ◎ブリ、カンパチ以・外の羅魚の種類と尾数一・.一∵

 };種'・・一};・。類…ジー二'..尾数

 本ヤビツチーヤ(仔.)6エ

・エ9・
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 エユ五(神小島前)・253・

 工2血25エ

 ユ4亙(指宿沸)2包a・一

 (薄くも少書風S固4←.波濃残》

 ○帥8・日∵
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 ○月29目

 7互''18ム2

 (枕崎・立聯一癖瀞)

 (快晴く風立W2.波浪工)一
 9“0畔長崎1鼻禅'360一一

 Hb(俊多二岬沖).2“
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7主(長崎島沖) 2仏事 !£68

 7五暮。(湾買中央部). 26.0. /917
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各部日記

 ○製造部日記

 7月ユ。6目～35目カーツ辛塩辛タイ色防止試験
 7月80固熊毛郡水産牽興協議会出磨(とび点対策肥ついて)
 7月峯量目～星3目ソ・セ7ジ製造試験

 リ“臥洲弓1リン.手製造指導
 7月3ユ目箪木野市水産係、税所氏rふカ)た榊」の件肥つい

 て来・揚、

 8月5目.工5量ミリン手製造指導
 8月工O冒}主8個ソー七一ジ製造試跣

 8月工6国カツオ.節工場産地診断行合せ

 ○嚢殖部月種.

 7月異動・σ・養殖部は大あれにあ犯ました.現貝は下記⑰

 と榊り5名で工名城と走りました.しかも.水流技廓は着任早々
 養ま～挨爾研修のため静岡県水試浜名溺分場に出鐘,叉新村

 '技鰯はマヘ衰箇研究のため大島分場に9月まで残留です○結局
 自下δ・ところ、わが養殖部は部長以下8名で大奮闘しています;
 新しい顔ぶれと転出老は次のと湘り

 転出.者I

 部長鯛触(水、苧課)
 技師水流..実"・

"瀬戸口勇

 "新村巖(大島分場)・

換繍小松光男

北山易美(漁政翠)
爾囲耕作(大島支庁)

永山松男一(垂水地区改良普及員)

凶噴昭宜(大島分場)

 7月2易目まミり増殖効果調査(笠抄)・

・82・



 7月27目}3玉目黒竜よう莫曇核λ
 8月工目タコツボ投入指む(貢児'日市,
 8・月覧同～工3風ハナヤナ.ギ蟹握調査

 種予島・屋久島`・口永良部・三馬村.
 魔大:囲甲教授限大ε竹本経摂も参幼・

 8月工9回.ハナヤナギ移殖・・海湾、はかまζレ

 8月80日1.8ユ圓真珠核2㌧チ旨導ひ・…愛求書む

 ○漁業部員罷

7肩呂3目

 ・8月旦エ目

8月工8日

 照繭丸.と築(山川造船所)

 鹿児島市漁協rクコつぼ投入試峻」立合

(包囲技師)

下関水講学生来場

 ○調査部日記I

 8月〃目～1!目飯犬、魔矢、木場共同調査で

 熊毛地方の^ナヤナギ蟹息堆、分有調査
 を行ラ.

 途中台貝`書に'菱選して滑養困難で
 あったが所期④目的を桑した.

 8月〃0目一!5目

 魚類鯉料効果誠一騎於・蓄着場

 弟子匁も上,困`Iにどζs・正一.餌卦予権録
 験も終了した⑦でいよいよ本給胸実業一

 に着手した○

..23・



奄美短信

 大詰は台紬繍とま・で1言わ狐ており.牟風シづン。ともな
 る11蔦民二1毒峠淋る手どはか?∵被害叫配的論・・鹿
 児島本手がら一のI幽1帥欠航、と1・つ租状態で郵便物蛤め薪
 ;翌等は蚕れ‡土と①違捨1ま取れず1、街の市場も食糧晶はカン
 !一丁∵;.云つたとこ々、8月上旬の6弩台風では/0目ぶいζ

 本土、との搬とあ㍗・・蓄那も混み会う癒昏齢は戦場のよ
 '…j㌃蟹ぎで乗船切符は発売中止といった題・満員状態であった.

 …◎矛月ノ0目より奄美大島にも喜界島～鹿児島簡の蜜の定

 期・貫か開設された。餅し都民の生藩がそれだけ遂代化したか

 と.いうと・.そうとは云えなIい。実際の生活は矢嘘り船便を箒一

 たぬと一歩も郡へ進ま滋ξ云う実構である・勿論善々公務早
 には片道C○兼という高価な族費では1到底堅めぬことであろ

 う。

 ◎ク筋われた平動により分場においても畠、砂場長外ザ・
 名と麦う大異動であつ液.顧るに実験室、養魚魅、マヘ人工
 採蕗タ・シク、加工場及ぴ鼓具倉庫、渤室の建設、・並びに昨年

 大火1傘り事務所等焼粋まる仮鞠所及宿直室あ蝉け
 忙準繍でIは洲ました牛その業艦畔大なもので一あうを
 .す。叉千名の方々には終生'忘れる.ことの出来祖い分離郎
 あつたカ)と思います.

 今後共働鵠漕の程宜敷{お願いします。

 今回・蛎新分、場長外仏名の昨.の榊早年・・分場長よ書
 '「又新たな気分下大いに憲彊ってほしい」とのあいさつがあ

 りド・局頂撃っております・
 世滴では今}般に夏捨れと云ったところだが、分場では}秀

一2件.一



 多忙な時期である.漁業係てば32,33年度に一引継峯8月

 毎貝よIりrさ々。漁業調査を麗始し走・
 奄美さんぐも昭和3/年露壷峠叱しそ下降を辿り?、あるが

 今年こそ璋と苧激率発見に融つ・下いる・
 製造係一では、かつお節製造試験を近目申案施する計画である。

 蟹殖係は昨年マベ入工受精に成功のメドを付け稚貝の量産的

 研究に励んでいる。

 ・'・一∵∴…1-1二・.一㍉1外

分場日記

 ク月15目～8月!4目マヘ人工受精実験.

 ク月25高谷巧分場長畔・二.べ・
 一7二月27目・・皇山前・秀場長赴任のたあ・出奏・
 ?肩.・、!.百イ郡{葦腎一.{.一露≡盛一・紅上康一∵.∵
 8月!.目.石1神、川上技餓赴.笹昧二め出発

 8月2ト8㍗5.目・・雫一次サ㍗漁業調査;∵
 81月3目一ラλヵ=ン機試運転
 8月5目瀬未主事妊症のため出発

 8月g冒削癌試運転一.・
 8月ノ0目櫨留教師着任二I

 ・25一



編集後記

 〇一因毎に賜大する魚体、まのあ定"ζ完・る湾内八臥

 網によるアジである『.

 数千・数万貴の魚群の栄繍をで苧舎批榊一ウ・・舳.
 あら帥下鰍する・・いわ午や・外鱗榊て抽榊・・
 である。,.'

 全国・的嫡養ブFム雫I元づ解②解決から・.本場師丸・
 上困、の・SP衡料試験も軟壷にのりつ、あ宕と&を鋼。

 らせる。

 ○酷率しきり・茸1と†る話で醐1
 、書泥な書ほ篠筋3シクソーいご打ち込磯暢械熱電あIる。

 はねかえされラちかえきれて歯がた、1=脇も一一

 現那可能甲験規叩立向う燃苧I戯言叩ζ似て
 いる。・やるうち肥か{された自然の駆・一の既抄れ・るの

 を期待しよう。

 ・うたぬ鉄砲はあたらぬと、人の云う。

 r26一


